
会議日程 内容
6月14日 ㈫ 午前10時〜 臨時会 議案審査
6月16日 ㈭ 〃 本会議① 一般質問
6月17日 ㈮ 〃 本会議② 〃
6月20日 ㈪ 〃 本会議③ 〃
6月21日 ㈫ 〃 本会議④ 議案上程
6月22日 ㈬ 〃 総務文教委員会 議案審査
6月23日 ㈭ 〃 福祉健康委員会 〃
6月24日 ㈮ 〃 経済建設委員会 〃
6月27日 ㈪ 〃 臨海対策特別委員会
6月28日 ㈫ 〃 予算審査特別委員会 補正予算
6月30日 ㈭ 〃 本会議⑤ 採決

6月議会と臨時会の日程
日時

６
月
16
㈭
17
㈮
20
㈪
の
３
日
間
、
６
月
議
会
一

般
質
問
が
行
わ
れ
ま
す
。
日
本
共
産
党
山
口
は
る

み
、
岡
本
守
正
議
員
は
、
平
和
や
く
ら
し
を
守
る

た
め
に
奮
闘
し
ま
す
。
議
会
の
傍
聴
に
ぜ
ひ
お
こ

し
く
だ
さ
い
。
キ
ャ
ッ
チ
放
映
は
６
月
22
日
㈬
～

24
㈮
、
午
前
10
時
か
ら
地
上
11
Ｃ
Ｈ
で
す
。

山
口
は
る
み
議
員

６
月
20
日
（
月
）
２
番
目

１
．
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
戦
争
か

ら
、
戦
争
と
平
和
に
つ
い
て
問
う

⑴

侵
略
戦
争
か
ら
３
ヶ
月
経
っ
て
も
収
束
し
て

い
な
い
。
市
長
と
し
て
こ
の
間
、
戦
争
収
束
平

和
の
構
築
の
た
め
に
何
を
行
っ
て
き
た
の
か
。

⑵
「
力
対
力
」
で
は
戦
争
は
止
め
ら
れ
な
い
。

国
連
法
、
国
連
憲
章
違
反
の
ロ
シ
ア
の
蛮
行
に

抗
議
、
反
対
の
意
思
表
示
を
し
た
か
。

⑶
ロ
シ
ア
の
核
兵
器
に
よ
る
脅
し
、
日
本
国
内
で

の
ア
メ
リ
カ
の
「
核
共
有
」
論
に
対
し
て
平
和

首
長
会
議
加
盟
市
長
と
し
て
、
見
解
と
行
動
を

と
る
べ
き
で
は
。

⑷
戦
後
誕
生
し
た
地
方
自
治
体
は
、
国
に
よ
る
暴

走
を
止
め
る
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
憲
法
擁
護
、

核
兵
器
廃
絶
の
立
場
を
明
確
に
表
明
す
べ
き
で
は
。

⑸
核
兵
器
禁
止
条
約
へ
の
批
准
を
政
府
に
求
め
、
自

ら
「
碧
南
市
非
核
宣
言
」
に
踏
み
切
る
べ
き
で
は
。

２
．
や
さ
し
く
強
い
経
済
へ
の
転
換
を

⑴
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
の
８
年
間
で
、
大
企
業
の
内

部
留
保
は
２
０
１
２
年
度
３
３
３
・
５
兆
円
が
４

６
６
・
８
兆
円
と
１
３
０
兆
円
も
増
え
た
。

日
本
共
産
党
は
内
部
留
保
課
税
２
％
を
５
年
間
限

定
で
課
税
し
、
消
費
税
５
％
に
、
社
会
保
障
と
教

育
予
算
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
並
み
に
と
掲
げ
て
い
る
。

碧
南
市
で
は
そ
れ
以
前
に
、
法
人
市
民
税
率
最
低

に
し
優
遇
。
法
人
市
民
税
率
を
最
高
に
し
て
財
源

確
保
を
。

⑵
気
候
危
機
打
開
の
た
め
の
実
効
性
あ
る
施
策
を
。

キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
自
家
発
電
：
自
家
消
費
」
「
地

産
地
消
」
「
地
域
生
活
園
を
エ
リ
ア
に
し
た
地
域

再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
「
原
発
・
石
炭
火
力
発
電
所

の
廃
止
」
で
す
。
省
エ
ネ
・
再
エ
ネ
推
進
へ
の

覚
悟
と
施
策
は
。

⑶
ノ
ー
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
へ
の
表
明
は
い
つ
、
や
ら

な
い
理
由
は
。

⑷
国
の
「
脱
炭
素
先
行
地
域
」
の
施
策
内
容
は
。
第

一
次
の
結
果
は
。
第
二
次
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
は
。

⑸
省
エ
ネ
徹
底
の
た
め
の
、
国
の
動
向
と
市
の
施
策

拡
充
を
。

⑹
再
エ
ネ
拡
充
の
た
め
の
現
行
補
助
制
度
の
補
助
額

と
対
象
の
拡
充
を
。

⑺
公
共
施
設
再
エ
ネ
発
電
使
用
、
工
場
へ
の
再
エ
ネ

電
力
利
用
を
。

⑻
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
向
上
の
た
め
の
施
策
を
。

⑼
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
社
会
の
構
築
を
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
立
場
か
ら
、
中
学
校
の
制
服

（
セ
ー
ラ
ー
服
、
詰
襟
）
の
見
直
し
を
。
改
め
て
ジ
ェ

ン
ダ
ー
教
育
の
実
施
を
求
め
る
。

⑽
ト
イ
レ
へ
の
生
理
用
品
常
設
を
。
男
性
ト
イ
レ
に

も
サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
を
。

岡
本

守
正
議
員

６
月
20
日
（
月
）
３
番
目

１
．
物
価
高
騰
か
ら
市
民
の
暮

ら
し
を
守
る
た
め
に

⑴
学
校
給
食
へ
の
影
響
は
（
光
熱
費
、
材
料
費
、
給

食
内
容
な
ど
）
。

⑵
給
食
費
の
不
足
で
、
質
の
低
下
に
な
ら
な
い
よ
う

に
、
公
的
補
助
が
必
要
で
は
。

⑶
給
食
費
の
引
き
上
げ
は
し
な
い
よ
う
に
。

⑷
全
国
、
県
内
で
の
給
食
費
無
償
化
の
動
向
は
。

２
．
く
る
く
る
バ
ス
の
拡
充
で

や
さ
し
い
碧
南
市
に

⑴
く
る
く
る
バ
ス
の
増
便
な
ど
市
民
の
移
動
手
段
の

充
実
の
た
め
に
「
碧
南
市
地
域
公
共
交
通
活
性
化

協
議
会
」
の
開
催
状
況
、
出
席
状
況
、
会
議
内
容
、

今
後
の
日
程
は
？

⑵
市
と
し
て
、
く
る
く
る
バ
ス
の
問
題
点
、
改
善
点

を
具
体
的
に
ど
う
把
握
し
て
い
る
の
か
。
そ
れ
ら

の
打
開
策
を
示
さ
れ
よ
。

⑶
脱
炭
素
社
会
に
向
け
、
く
る
く
る
バ
ス
を
電
気
バ

ス
に
変
更
を
。

⑷
今
年
買
う
バ
ス
は
、
低
床
に
な
る
の
か
。

⑸
住
民
と
利
用
者
の
意
見
を
把
握
す
る
た
め
の
方
法

は
。

３
．
市
民
病
院
を
守
る
た
め
に

⑴
国
が
「
公
立
病
院
統
廃
合
計
画
」
の
見
直
し
を
し

た
。
病
床
削
減
が
目
的
で
は
な
い
と
す
る
。

そ
の
内
容
は
。

⑵
碧
南
市
民
病
院
の
65
床
削
減
に
つ
い
て
見
直
す

べ
き
で
は
。

⑶
現
在
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
工
事
の
進
捗
状
況

は
、
設
計
変
更
は
あ

る
か
。
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６
月
議
会
と
臨
時
会
で
上
程

物
価
高
騰
が
暮
ら
し
と
営
業
に
深
刻
な
打
撃
を
お
よ
ぼ

し
て
い
ま
す
。
６
月
臨
時
会
で
は
国
が
、
７
０
６
５
万
７

千
円
を
出
し
「
低
所
得
の
子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給

付
金
支
給
事
業
」
を
行
い
ま
す
。

住
民
税
均
等
割
非
課
税
者
の
子

に
５
万
円
支
給

児
童
扶
養
手
当
受
給
者
と
住
民
税
均
等
割
非
課
税
者
の

子
ど
も
を
対
象
に
１
人
５
万
円
。
１
，
３
５
０
人
が
対
象

で
す
。

市
は
18
歳
以
下
に
１
万
５
千
円

６
月
定
例
議
会
で
は
、
市
独
自
の
措
置
と
し
て

18
歳
以

下
の
子
ど
も
に

1
人
１
万
５
千
円
、
１
万
２
５
０
０
人
に

支
給
し
ま
す
。
総
額
は
１
億
９
０
４
８
万
９
千
円
で
す
。

18
歳
ま
で
の
医
療
費

通
院
費
の
無
料
化
を

国
も
市
も
、
一
過
性
の
給
付
金
で
物
価
高
騰
の
く
ら
し

を
支
援
し
ま
す
。

合
わ
せ
て
３
億
円
近
い
国
と
市
の
支
出
と
な
り
ま
す
。

一
時
対
応
も
必
要
で
す
が
、
全
国
で
実
施
し
て
い
る

18
歳

ま
で
の
医
療
費
無
料
化
は
５
千
万
円
で
実
施
可
能
。
子
ど

も
の
国
保
均
等
割
を
18
歳
ま
で
無
料
に
し
て
も
５
千
万
円
。

給
食
費
無
償
化
は
約
３
億
円
。
こ
れ
ら
の
恒
常
的
な
制
度

実
現
で
、
子
育
て
支
援
の
抜
本
的
な
強
化
が
必
要
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

つ
く
ら
れ
た
物
価
高
騰

な
ぜ
物
価
高
騰
が
起
こ
っ
て
い
る
の
か
。
そ
の
原
因
は
、

「
新
型
コ
ロ
ナ
」
と
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
」
だ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
に
よ
る
「
異
次
元
の
金

融
緩
和
」
が
、
異
常
円
安
を
つ
く
り
だ
し
、
物
価
高
騰
を

招
い
た
重
要
な
要
因
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
は
誰
の
目
に
も

明
ら
か
で
あ
り
、
そ
の
責
任
は
き
わ
め
て
重
い
と
い
わ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

下
が
る
賃
金
・年
金

な
ぜ
物
価
高
騰
で
暮
ら
し
が
こ
う
も
苦
し
い
の
か
。
賃

金
が
下
が
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
年
金
が
貧
し
い
う
え
に

下
が
り
続
け
て
い
る
か
ら
で
す
。
教
育
費
負
担
が
重
す
ぎ

る
か
ら
で
す
。
消
費
税
の
連
続
増
税
で
家
計
が
傷
ん
で
い

る
か
ら
で
す
。
弱
肉
強
食
の
新
自
由
主
義
が
、
日
本
経
済

を
「
冷
た
く
弱
い
経
済
」
に
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
、
国

民
の
生
活
苦
の
根
本
に
あ
り
ま
す
。

い
よ
い
よ
参
議
院
選
挙
で
す
。

冷
た
く
も
ろ
い
経
済
。
弱
肉
強
食
の
新
自
由
主
義
を
根
本

的
に
変
え
る
こ
と
こ
そ
国
民
の
く
ら
し
を
守
り
、
経
済
を

回
す
大
き
な
力
で
す
。
変
え
ま
し
ょ
う
政
治
。
変
え
ま
し
ょ

う
く
ら
し
。
軍
事
費
倍
加
よ
り
く
ら
し
・
福
祉
・
教
育
に

の
願
い
を
、
日
本
共
産
党
に
託
し
て
く
だ
さ
い
。
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戦
争
法
廃
止
改
憲
許
す
な

へ
き
な
ん

19
行
動

６
月
19
日
（
日
曜
日
）

午
前
11
時
～
12
時

ピ
ア
ゴ
碧
南
東
店

東
浦
町
6
ー
17
（
日
進
小
学
校
南
）

戦争か平和かが問われています
比例は平和の日本共産党

参議院 愛知選挙区 比例代表 参議院議員

すやま初美 たけだ良介

物価高騰対策給付金

国＝５万円 市＝１万５千円
住民税均等割非課税者の子1人当 18歳以下：1人当たり

シリーズ６ あなたの「？」におこたえします


